
福島の子どもたちを守ろう 

・一般人の年間被ばく限度量は年１ミリシーベルト 

・子ども年２０ミリシーベルト基準の撤回を！ 



文科省は子供に対して２０ｍSvまでの被曝を強要 
 



子ども年２０ミリシーベルト基準 

   ＝屋外で３．８マイクロシーベルト／時 

福島の子どもたちは、「放射線管理区域」以上
の被ばく線量の校庭で遊ぶ 

「放射線管理区域」とは、 

３ヶ月で１．３ミリシーベルト＝毎時０．６マイクロ 

シーベルトを超える可能性がある区域です。 

標識の掲示が義務づけられているところです。 

１８歳未満の人の労働は禁止されています。 

 

 



◆原発で働いた人の労災認定 

労働者 病名 集積線量 作業期間 年平均線量 

Ａ 慢性骨髄性白血病 40mSv 11ヶ月 44mSv 

Ｂ 慢性骨髄性白血病 50.63mSv 8年10ヶ月 5.6mSv 

Ｃ 急性リンパ性白血病 129.8mSv 約12年 10.08mSv 

Ｄ 急性単球性白血病 74.9mSv 11年 6.8mSv 

Ｅ 急性骨髄性白血病 不明 5年5ヶ月 不明 

Ｆ 多発性骨髄腫 70mSv 4年3ヶ月 16.5mSv 

長尾光明氏の業務上疾病に関する意見書 村田三郎氏 2003.3.31.に加筆 

白血病の認定基準は、年５ミリシーベルト×労働年数 

子どもには年２０ミリシーベルトで安全？！ 



◆福島県が行った 
  放射線モニタリングの結果 

○県内の７５％以上の学校等の校庭で、 

  放射線管理区域以上の汚染レベル 

○さらに、全体の２５％の学校等の校庭は、 

  「個別被ばく管理」が必要な程に汚染 



＊原発震災復興・福島会議 作成 



＊原発震災復興・福島会議 作成 



足なみ乱れる政府側 

           ・・・５月２日の政府交渉より 

●安全委員会 

 「２０ミリシーベルトは基準にしていない」 

 「２０ミリシーベルトを安全だとする、安全委員、 

     関連する専門家はいない」 

 

 

 それでも、２０ミリシーベルト基準を 

 「差し支えなし」とした自らの助言は撤回せず 



足なみ乱れる政府側 

文部科学省・原子力安全委員会の助言は正式決定ではない 

・４月１９日午後２時頃、文科省が年２０ミリシーベルトを許
容する暫定案について原子力安全委員会に助言を求めた。 

 

・同日午後４時頃、原子力安全委員会「差し支えない」 

・原子力安全委員会は２時間で、子どもの２０ミリシーベル
トの許容を認めた。一体どのような議論がなされたのか？ 

↓ 

・議事録のない会議で決められていた。 

・その会議に出席した４人の委員が、大人と子どもは違う、
子どもに２０ミリは許容できない認識だという。それでもこの
基準は撤回しない。→全く無責任な姿勢 



足なみ乱れる政府側・・・それでも撤回しない 

文科省や厚労省、原子力安全委員会の回答 

 

・被ばく線量に関して、大人と子どもを区別する必要はない 

（文科省） 
 

・放射線管理区域で子どもを遊ばせてはならないと発言し
たものの、放射線管理区域と同じレベルの環境で子どもを
遊ばせることの是非については回答しなかった。（厚労省） 

 

・原子力安全委員会は内部被ばくを重視すべきだと回答。 

・文科省はシミュレーションで内部被ばくは無視できると 

 回答（そのシミュレーションの根拠は示されていない）。 

みなさまへ：子どもへの被ばく最小化を求めていくよう働きかけを！ 



海の汚染 

放射性物質を大量に海へ流した。 

希釈されるから問題ないというが、それはウソだった。 



「六ヶ所再処理工場」から海へ放出する 
             放射能の場合 

●放射能は南向きの津軽暖流に乗っ
て流れるが、親潮前線にはばまれ、沿
岸にへばりつくような流れとなる。 

●左の図は、六ヶ所再処理工場から放
出される放射能が、どう流れていくの
か？を想定したもの。 

 

「希釈して薄まるので安全」 

は本当なのか？ 



海流調査の結果から見えたこと 
ハガキ集計結果 
（2002年12月９日） 

●放射能放出口付近から約１万枚のハガキを海に流した海流調査。東京湾の
入り口にまで達し、湾内にも入り込んで蓄積する危険性があることを示した。 



フランスでは１００ｋｍ離れても高濃度 
 

仏ラ・アーグ再処理工場の周辺海域における海産物中の放射能濃度の測定結
果によると、放出口から遠方でも濃度は高いまま。 

（フランスGRNCの2004年報告書から作成） 



生物濃縮を過小評価 

ラ・ア－グ周辺海域の海産物におけるヨウ素の濃縮係数 

フランスの実測値に基づいて計算すると、海藻におけるヨウ素の
濃縮係数は約２５,０００。日本の想定は４０００。 
実態を反映させずに汚染を過小評価している。 

（フランスGRNCの2004年報告書から作成） 



放射能は海底にたまる 



放射能汚染は持続 

●イギリスでは放出量は１／１０００になっているが、近海の魚介類の濃度は下
がらない 



 

イギリス・セラフィールド再処理工場の周辺海域では、放出されたセシウムやプ
ルトニウムが海岸近くの海底の堆積物に蓄積され、魚介類を汚染し続けている
ことが明らかになっている。 

放射能は近くの海にたまる 



■英仏の再処理工場周辺で多発する小児白血病 

近海の魚を食べるほど、小児白血病が増えるという実態がある 


